
　

会
議
は
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協

会
連
盟
か
ら
鈴
木
理
事
長
、

尼
子
事
業
副
部
長
、
木
間
、

鈴
木
両
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内

委
員
、
吉
崎
、
宮
下
両
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
理
事
他
、
１

都
５
県
（
栃
木
、
千
葉
、
茨

城
、
群
馬
，
埼
玉
）
か
ら
各

県
連
絡
協
議
会
会
長
等
が
参

加
し
ま
し
た
。
埼
玉
県
か
ら

は
田
村
会
長
が
埼
玉
県
連
絡

協
議
会
の
会
長
と
し
て
参
加

し
、
熊
倉
事
務
局
長
、
山
内

同
会
理
事
、
平
賀
当
協
会
副

会
長
が
陪
席
し
ま
し
た
。

　

通
常
代
表
者
会
議
は
日
本

ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
会
議

室
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替

え
、
２
０
２
１
年
度
の
ブ
ロ

ッ
ク
別
の
同
様
な
会
議
は
関

東
が
４
番
目
と
な
っ
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
の
参
加
者
は
１

機
関
か
ら
複
数
が
参
加
す
る

場
合
は
中
継
場
所
が
１
か
所

で
な
い
所
も
あ
り
（
当
県
は

会
長
宅
の
１
か
所
）
、会
議
開

始
前
の
15
分
前
に
事
務
局
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
接
続
確

認
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
吉
崎
代
表
理
事
の

進
行
に
よ
り
①
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
・
ユ
ネ
ス
コ

活
動
研
究
会
②

全
国
大
会
③
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け

る
各
地
ユ
ネ
ス

コ
協
会
の
活
動

状
況
④
組
織
内

デ
ジ
タ
ル
化
推

進
の
進
捗
⑤
６
月
に
木
間
国

内
委
員
か
ら
活
動
状
況
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
①
～

③
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で

す
。
①
に
関
し
て
、
２
０
２

０
年
度
に
群
馬
県
が
コ
ロ
ナ

の
感
染
防
止
の
た
め
中
止
と

な
り
、
２
０
２
１
年
度
は
栃

木
県
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
栃
木
県
の
代
表

者
よ
り
開
催
日
（
10
月
２
日
・

土
）、
開
催
場
所（
足
利
市
民

プ
ラ
ザ
）、大
会
テ
ー
マ
（
多

文
化
共
生
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
、

分
科
会
（
４
分
科
会
）等
に
関

す
る
検
討
状
況
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
②
に
関
し
て
、

２
０
２
０
年
度
に
山
口
県
が

①
同
様
に
中
止
と
な
り
２
０

２
１
年
度
は
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
、
２
０
２
２
年
度
は
関
東

ブ
ロ
ッ
ク（
千
葉
県
）で
行
う

こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
吉
崎
会
長
か
ら
千
葉
県

（
木
更
津
市
）で
開
催
す
る
こ

と
に
関
し
て
、
県
及
び
市
の

協
力
が
得
ら
れ
る
見
通
し
が

つ
い
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
③
に
関
し
て
、
１
都

５
県
か
ら
活
動
状
況
に
関
し

て
順
番
に
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
埼
玉
県
に
関
し
て
田
村

会
長
か
ら
県
連
の
活
動
と
し

て
総
会
（
書
面
に
よ
る
審
議
）

お
よ
び
理
事
会
（
９
月
開
催
）

開
催
状
況
に
引
き
続
き
県
内

の
事
例
と
し
て
当
協
会
の
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
状
況
（
地

域
文
化
遺
産
ス
タ
デ
イ
の
再

三
の
開
催
延
期
や
来
年
１

月
、
３
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を

導
入
し
て
の
講
演
会
及
び
蓮

田
市
内
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
に
対
す
る
講
師
派
遣
）
に

つ
き
報
告
し
ま
し
た
。
最
後

に
、
鈴
木
理
事
長
か
ら
全
国

各
地
域
で
９
月
以
降
多
く
の

媒
体
を
使
っ
て
活
動
が
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
勇
気
づ
け

ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
Ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
ブ
ロ

ッ
ク
を
超
え
た
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
、
１
時
間
半
に
及
ぶ
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
が
終
了
し
ま

し
た
。
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催
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会
員
皆
様
、
良
き
年
を

お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
の
為
事
業
の
中
止
や
延

期
な
ど
ご
心
配
お
掛
け
致

し
ま
し
た
事
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
未
曽
有
の
危
機
に

対
し
て
当
協
会
も
感
染
予

防
や
情
報
伝
達
の
手
段
・

対
応
策
と
し
て
色
々
と
考

え
た
末
に
オ
ン
ラ
イ
ン
・

デ
ジ
タ
ル
化
の
準
備
を
始

め
ま
し
た
。
当
協
会
が
生

き
残
る
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
推
進

チ
ー
ム
」
を
設
置
し
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
よ
う
と

覚
悟
致
し
ま
し
た
。

　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
を
踏
ま
え
た

ユ
ネ
ス
コ
協
会
活
動
の
対

策
」
と
云
う
命
題
を
掲
げ

た
当
協
会
に
対
し
て
日
本

ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
か
ら

も
「
助
成
」
を
戴
き
、
更

に
前
に
進
む
決
意
が
出
来

ま
し
た
。
現
在
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に
よ
る
リ
モ
ー
ト
講
演
に

必
要
な
機
器
購
入
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
目
的
に
応
え
る
為

に
会
員
皆
様
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
も
図
る
事
も
大
事
で

す
。
そ
の
た
め
私
達
高
齢

者
等
が
取
扱
い
に
窮
す
る

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
必
要
と
考

え
「
相
談
室
」
を
事
務
局

に
置
く
準
備
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

次
年
度
は
具
体
的
に
講

演
や
会
員
連
絡
・
会
議
な

ど
様
々
な
場
面
に
オ
ン
ラ

イ
ン
活
用
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
各
位
の
ご
協

力
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

-With

コ
ロ
ナ
の
時
代

会
長　

田
村
勝
彦



コ
ロ
ナ
に
よ
る
感
染
者
が
急

増
し
て
い
る
な
か
書
面
に
よ

る
開
催
が
決
ま
り
以
下
の
事

項
が
議
題
と
さ
れ
ま
し
た
。

議
題
は
５
項
目
で
す
。
１
、

部
会
等
か
ら
の
報
告
（
組
織

部
会
・
財
務
部
会
・
地
域
代

表
・
青
年
代
表
理
事
会
）２
、

役
員（
理
事
・
監
事
）及
び
評

議
員
会
の
選
任
に
関
す
る
選

考
委
員
会
の
設
置　

３
、
青

少
年
ユ
ネ
ス
コ
活
動
助
成
緊

急
第
二
次
募
集
・
採
択
状
況

　

４
、
２
０
２
０
年
度
主
要

事
業
報
告（
10
の
事
業
・
略
）

　

５
、
第
１
４
７
回
日
本
ユ

ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
総
会
報

告
。
以
上
で
し
た
。

　

次
回
第
52
回
評
議
員
会
日

程
は
２
０
２
１
年
１
月
30
日

（
土
）と
さ
れ
書
面
開
催
（
コ

ロ
ナ
禍
の
収
束
が
た
た
な
い

為
）と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。当

協
会
と
関
連
あ
る
事
項
と
し

て
組
織
部
会
か
ら
「
組
織
内

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」
と
構

成
団
体
会
員
の
役
員
改
選
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
当
協
会
は

評
議
員
会
と
い
う
ポ
ス
ト
も

用
意
さ
れ
来
年
は
改
選
の
時

期
で
従
来
は
非
公
式
で
あ
っ

た
推
薦
結
果
が
公
表
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
２
０

２
１
年
度
全
国
大
会
は
開
催

の
可
否
も
含
め
12
月
に
方
向

性
を
出
す
事
、
首
里
城
の
復

興
ユ
ネ
ス
コ
募
金
は
３
８
９

６
万
円
（
10
/
23
現
在
）と
な

っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
従
来
そ
の
都
度
の
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

募
金
活
動
は
「
災
害
子
ど
も

教
育
支
援
事
業
（
仮
称
）の
事

業
構
想
」
に
つ
い
て
の
案
が

だ
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大

震
災
事
業
の
実
績
と
ノ
ウ
ハ

ウ
を
踏
ま
え
て
９
年
間
60
億

円
以
上
の
寄
付
金
を
回
収
・

学
校
支
援
１
４
４
校
・
２
教

育
委
員
会
（
支
援
地
域
63
市

町
村
）
更
に
２
つ
の
奨
学
金

支
援
、
累
計
４
８
９
９
名
こ

の
奨
学
金
は
貸
与
で
な
く
給

付
型
で
現
地
の
ユ
ネ
ス
コ
協

会
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し

て
寄
付
者
の
共
感
を
得
た
。

斯
様
な
実
績
を
踏
ま
え
新
た

な
取
組
と
し
て
「
継
承
・
発

展
・
再
構
築
」
と
し
て
こ
の

事
業
構
想
を
打
ち
立
て
ま
し

た
。
具
体
的
な
動
き
は
こ
れ

か
ら
で
す
が
事
業
展
開
に
私

達
も
注
目
し
て
見
守
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

応
募
し
た
「
青
少
年
ユ
ネ

ス
コ
活
動
助
成
緊
急
第
二
次

募
集
」
は
全
国
16
協
会
・
ク

ラ
ブ
が
応
募
し
採
択
さ
れ
当

協
会
か
ら
発
案
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
を
踏
ま
え
た
ユ
ネ
ス
コ
協

会
活
動
推
進
の
具
体
策
」
が

見
事
採
択
さ
れ
助
成
を
戴
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
開
け
コ

ロ
ナ
で
終
わ
っ
た
年
で
す
が

動
画
配
信
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
貢
献
す
る
民
間
ユ
ネ
ス

コ
運
動
」
が
連
盟
か
ら
も
チ

ャ
ン
ネ
ル
登
録
要
請
も
あ
り

新
た
な
取
組
も
あ
り
ま
し

た
。
以
上
概
略
で
す
が
報
告

と
致
し
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
研
究
発
表
の

み
な
ら
ず
、
政
治
家
や
大
使

や
王
室
の
前
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
機
会
に
、
話
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
昨
年
10
月
に
マ

ー
チ
ャ
ン
ト
と
連
名
で
の
発

表
は
最
も
思
い
出
深
く
、
感

慨
深
い
も
の
で
し
た
。
と
い

う
の
は
、
何
十
年
に
も
渡
り

日
本
と
は
共
同
研
究
を
継
続

し
、
此
の
間
に
私
の
研
究
が

発
展
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

昨
年
の
発
表
は
日
本
で
私
の

最
後
の
講
演
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
何
回
も
日

本
に
滞
在
し
、
日
本
の
科
学

の
水
準
の
高
さ
や
素
晴
ら
し

い
伝
統
文
化
に
感
銘
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
日
本
の
人
々

は
自
然
を
理
解
し
繋
が
り
を

大
事
に
、
科
学
の
大
事
さ
を

深
く
理
解
し
て
い
ま
す
。
こ

の
心
は
ユ
ネ
ス
コ
の
大
事
な

役
割
で
あ
る
地
球
と
い
う
惑

星
の
平
和
を
大
事
に
す
る
心

と
強
く
結
び
つ
く
も
の
で

す
。
帰
国
後
は
様
々
な
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

感
染
防
止
と
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

に
よ
る
世
界
的
な
経
済
衰
退

は
、
多
く
の
人
々
の
関
心
事

で
し
た
。
い
つ
か
感
染
の
脅

威
が
去
り
、
経
済
は
復
興
す

る
で
し
ょ
う
が
再
び
環
境
変

化
が
人
類
や
地
球
へ
大
き
な

影
響
を
与
え
る
事
を
改
め
て

悟
る
事
で
し
ょ
う
。
こ
の
地

球
が
病
む
と
健
全
な
経
済
な

ど
望
む
べ
く
も
な
く
ウ
イ
ル

ス
の
脅
威
に
戦
っ
て
い
る
間

も
温
暖
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
海
洋
は
暖
か
く
な
り
酸

性
化
が
進
み
天
気
の
パ
タ
ー

ン
が
変
わ
り
、
南
極
と
北
極

が
暖
か
く
な
り
氷
が
消
失
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
南
極
オ
キ

ア
ミ
の
生
存
可
能

の
可
否
が
オ
キ
ア

ミ
を
捕
食
す
る
生

物
へ
大
き
な
脅
威

に
な
る
の
に
世
界

の
政
府
や
経
済
界

の
リ
ー
ダ
ー
達
は

気
候
変
化
の
事
実

を
受
け
入
れ
ま
せ

ん
。

　

さ
て
、
私
の
方

は
長
年
の
南
極
海

の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
研
究
を

極
地
研
の
仲
間
と
纏
め
上

げ
、
南
極
研
究
科
学
委
員
会

へ
最
終
報
告
を
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
25
年
間
に
亘
り
日
本

や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

９
ヶ
国
と
の
連
携
で
実
施
し

て
き
た
連
続
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

採
集
器
に
よ
る
調
査
研
究
の

成
果
で
す
。
こ
の
仕
事
が
ひ

と
段
落
し
、
ワ
イ
フ
と
一
緒

に
孫
の
男
の
子
の
面
倒
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
フ

ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
毛
ば

り
を
作
っ
て
は
釣
り
を
楽
し

ん
で
お
り
最
近
釣
っ
た
２
.

３
㎏
の
ブ
ラ
ウ
ン
鱒
の
写
真

を
付
し
ま
す
。
今
、
タ
ス
マ

ニ
ア
は
春
が
過
ぎ
夏
に
向
か

い
、
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

昨
年
の
大
会
に
顔
を
出
せ
ず

本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
健
康
を
害
し
海
外
旅
行

が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
今
は
復
調
し
て
い
る
の

で
ご
安
心
下
さ
い
。
そ
の
後

の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
様
子
は
決

し
て
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
昨
年
10
月
か

ら
東
海
岸
の
あ
ち
こ
ち
で
物

凄
い
山
火
事
（
ブ
ッ
シ
ュ
・

フ
ァ
イ
ア
ー
）
が
発
生
し
、

12
～
１
月
ま
で
に
18
万
６
千

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
焼
失

し
、
６
,
０
０
０
以
上
の
建

造
物
や
家
屋
が
破
壊
さ
れ
、

30
人
以
上
が
死
亡
。
山
火
事

は
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
郊
外
に
迫

り
、
そ
の
煙
は
我
が
家
に
も

影
響
が
あ
り
屋
外
活
動
が
出

来
な
い
状
態
で
し
た
。
し
か

し
、
火
災
か
ら
は
免
れ
ま
し

た
。
こ
の
状
況
で
キ
ャ
ン
ベ

ラ
へ
の
交
通
網
は
一
時
遮

断
。
消
火
活
動
は
外
国
か
ら

の
協
力
も
得
て
、
地
上
か
ら

と
航
空
機
と
に
よ
り
根
気
よ

く
実
施
さ
れ
、
今
年
５
月
に

や
っ
と
鎮
火
し
ま
し
た
。
軍

に
よ
る
被
災
者
の
救
出
活
動

も
行
わ
れ
、
山
火
事
は
前
例

の
な
い
大
規
模
な
も
の
で
し

た
。
豪

州
で
は

山
火
事

は
決
し

て
珍
し

い
も
の

で
は
あ

り
ま
せ

ん
が
、

こ
こ
数
年
の
旱
魃
や
高
温
続

き
が
山
火
事
の
拡
大
に
拍
車

を
か
け
た
よ
う
で
地
球
温
暖

化
の
影
響
で
ま
た
山
火
事
が

起
こ
る
こ
と
を
心
配
し
て
い

ま
す
。
山
火
事
に
続
き
年
初

か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
拡
が
り
ま
し
た
。
豪
州
連

邦
、
各
州
、
各
準
州
（
テ
リ

ト
リ
ー
）
は
い
ち
早
く
対
策

に
乗
り
出
し
、
迅
速
に
国
際

旅
行
や
州
や
準
州
の
間
の
旅

行
を
禁
止
し
ま
し
た
。
豪
州

で
は
感
染
者
数
は
約
２
万
８

千
人
、
約
１
,
０
０
０
人
の

死
亡
者
数
の
レ
ベ
ル
で
あ

り
、
豪
州
の
経
済
活
動
は
深

刻
で
す
が
、
諸
外
国
に
比
べ

て
感
染
の
レ
ベ
ル
を
抑
え
込

ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。
ま

た
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
周
辺
で
は

行
動
自
粛
が
行
き
渡
り
、
感

染
は
低
い
レ
ベ
ル
で
す
。
ま

た
、
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
容
易

に
受
け
ら
れ
、
結
果
は
24
時

間
以
内
に
判
明
し
ま
す
。
人

々
は
感
染
防
止
規
制
に
従

い
、
友
人
へ
の
訪
問
や
レ
ス

ト
ラ
ン
で
の
会
食
は
稀
で

す
。
８
月
か
ら
は
東
豪
州
の

広
範
囲
に
わ
た
り
降
雨
が
続

き
、
や
っ
と
旱
魃
が
収
ま
り

ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
は

春
か
ら
花
が
咲
き
誇
り
、
初

夏
に
か
け
て
屋
外
で
の
活
動

が
盛
ん
と
な
り
ま
し
た
。
山

火
事
の
煙
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
庭
い
じ
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
昨
年
の
夏
は
直
径

８
㎝
の
大
き
さ
の
雹
が
降

り
、
庭
ど
こ
ろ
か
、
屋
根
や

車
に
大
き
な
被
害
が
あ
り
、

キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
は
４
万
４
千

台
以
上
の
車
に
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
幸
い
我
が
家
は
雹

か
ら
免
れ
ま
し
た
。
今
は
適

当
に
雨
が
降
り
、
日
本
庭
園

風
の
我
が
家
の
庭
に
日
本
か

ら
の
山
葵
が
元
気
に
育
っ
て

い
ま
す
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は

ク
リ
ス
マ
ス
に
間
に
合
う
で

し
ょ
う
。
庭
の
橋
や
野
菜
の

写
真
を
付
し
ま
す
。

昨
年
10
月
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
は
、
田
村
会
長
の
豪

州
友
人
ハ
ー
ビ
ー
・
マ
ー
チ

ャ
ン
ト
博
士
は
体
調
を
崩
さ

れ
急
遽
欠
席
と
な
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ジ
ー
博
士
は
討
論

と
、
バ
グ
パ
イ
プ
の
演
奏
で

懇
親
会
も
大
い
に
盛
り
上
げ

て
戴
き
ま
し
た
。
お
二
人
か

ら
そ
の
後
の
様
子
が
11
月
下

旬
に
届
き
ま
し
た
。
マ
ー
チ

ャ
ン
ト
さ
ん
は
豪

州
の
首
都
キ
ャ
ン

ベ
ラ
に
、
ホ
ー
ジ

ー
博
士
は
南
東
の
タ
ス
マ
ニ

ア
島
の
キ
ン
グ
ス
ト
ン
に
住

み
両
地
点
間
は
ほ
ぼ
南
北
に

直
線
距
離
で
約
８
７
０
㎞
で

す
。（
東
京
か
ら
札
幌
北
の
砂

川
市
ま
で
の
距
離
）
。豪
州
は

日
本
の
約
20
倍
の
国
柄
、
気

候
が
日
本
と
は
半
年
異
な
る

の
で
、
今
、
豪
州
は
春
か
ら

夏
へ
向
か
う
季
節
を
向
か
え

て
い
ま
す
。　

「
幸
せ
っ
て
何
」？
写
真
で
見

る
限
り
子
供
達
の
顔
に
暗
さ

は
感
じ
ら
れ
な
い
、
服
装
も

日
本
と
変
わ
ら
な
い
。
家
族

愛
、
絆
は
日
本
よ
り
強
い
と

か
、
悩
み
の
次
元
が
違
う
の

で
し
ょ
う
か
。
ニ
カ
ラ
グ
ア

共
和
国
：
日
本
か
ら
飛
行
機

で
18
時
間
人
口
６
４
６
万
人

面
積
は
北
海
道
＋
九
州
一
人

当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ
２
０
３
０
米

ド
ル
日
本
の
20
分
の
１
、
そ

し
て
感
染
症
の
宝
庫
ジ
カ

熱
、
デ
ン
グ
熱
、
チ
ク
ン
グ

ニ
ア
熱
は
、
い
ず
れ
も
蚊
を

媒
介
と
し
て
人
に
感
染
す
る

感
染
症
、
本
格
的
な
雨
期
の

到
来
を
前
に
殺
虫
剤
、
昆
虫

忌
避
剤
、
蚊
帳
等
を
用
意
し

て
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
徹

底
し
た
対
策
を
政
府
が
求
め

て
い
る
。
初
等
教
育
２
０
０

５
年
94
.
６
％
中
南
米
平
均

93
.
３
％
よ
り
や
や
高
い
。

国
民
の
識
字
率
は
80
％
を
超

え
た
が
内
戦
の
混
乱
や
経
済

の
崩
壊
の
中
で
公
教
育
も
大

き
な
打
撃
を
受
け
２
０
１
５

年
の
推
計
に
よ
れ
ば
15
歳
以

上
の
国
民
の
識
字
率
は
82
.

6
％
で
あ
る
。
講
演
中
か
ら

蓮
中
の
生
徒
た
ち
は
活
発
に

質
問
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
対
策
と
し
て
３
年
生

（
１
４
０
名
）は
体
育
館
で
受

講
、
２
年
生
（
１
３
５
名
）、

１
年
生
（
１
４
３
名
）は
各
教

室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
と
な

り
ま
し
た
。
不
思
議
な
日
本

と
共
通
す
る
文
化
、
赤
飯
や

鬼
文
化
も
あ
り
ま
す
。
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キ
ン
グ
ス
ト
ン
で
釣
り
三
昧･

菜
園
に
夢
中

生
涯
最
後
の
講
演
と
な
っ
た
関
ブ
ロ
大
会

最近の釣果 2.3㎏のブラウン鱒

鉢植えのワサビ

自家製日本の野菜

(3) 蓮田・白岡地方ユネスコ協会ホームページ　http://www.unesco.or.jp/hasud (2)
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12
月
22
日(

火)

蓮
田
中
学
校
体
育
館
で
講
演
会
開
催

ニ
カ
ラ
グ
ア
赴
任
の
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
が
感
染
症
・
貧
困
問
題
を
紐
解
く
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ニカラグアの子供たち

熱心に聞き入る蓮中の生徒たち



蓮
田
市
西
新
宿
在
住　

　
　
　
　
　
　

野
村　

滋　

こ
の
度
、
近
隣
在
住
外
国
人

を
対
象
と
し
た
白
岡
日
本
語

教
室
の
同
僚
で
あ
る
会
員
の

熊
倉
さ
ん
か
ら
、
来
年
１
月

の
講
演
会
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
小
生
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人

が
多
い
群
馬
県
大
泉
町
の
出

身
で
、
こ
れ
を
機
に
入
会
を

申
し
込
み
ま
し
た
。
30
年
前

後
海
外
と
関
連
し
た
仕
事
か

ら
離
れ
、
ま
も
な
く
10
年
経

ち
ま
す
が
、
通
勤
に
は
白
岡

駅
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

数
年
前
か
ら
世
界
盆
栽
大
会

等
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に

参
加
し
、
現
在
は
延
期
に
な

っ
た
オ
リ
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
向
け
準
備
中
で
す
。

入
会
案
内
に
記
載
さ
れ
た
諸

活
動
、
特
に
町
の
文
化
遺
産

や
歴
史
を
学
び
、
仲
間
と
の

お
し
ゃ
べ
り
を
通
じ
、
地
元

外
国
人
住
民
と
の
相
互
理
解

促
進
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
次

の
行
事
を
予
定
し
て
ま
す
。

■
国
際
文
化
ス
タ
デ
ィ　
　

〇
日
時
：
１
月
24
日
（
日
）

14
時
00
分
～
16
時
00
分　
　

〇
会
場
：
白
岡
市
「
は
ぴ
す

し
ら
お
か
」　
　
　
　
　
　

〇
テ
ー
マ
：
「
ブ
ラ
ジ
ル
日

系
会
の
歴
史
と
発
展
」
我
国

と
日
系
社
会
と
の
関
係
は

「
援
助
」か
ら
「
協
力
」
へ
、

そ
し
て
「
連
携
」
へ
と
発
展

し
て
来
た
。
そ
の
歴
史
を
振

り
返
り
「
多
文
化
共
生
社
会
」

へ
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

〇
講
師
：
本
郷
豊
氏
（
国
際

協
力
機
構
元
国
際
協
力
客
員

専
門
員
）　
　
　
　
　
　
　

■
地
域
文
化
遺
産
ス
タ
デ
ィ

〇
日
時
：
３
月
13
日
（
土
）

14
時
00
分
～
16
時
00
分　
　

〇
会
場
：
白
岡
市
「
は
ぴ
す

し
ら
お
か
」　

〇
テ
ー
マ
：

「
鉢
形
城
と
戦
国
武
将
」
長

尾
景
春
・
上
杉
顕
定
・
北
条

氏
邦
の
３
人
を
通
し
て
関
東

三
国
志
を
概
観
し
ま
す
。
何

故
、鉢
形
城
を
築
城
し
た
か
、

岩
槻
城
や
周
辺
の
城
の
動
向

な
ど
も
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

〇
講
師
：
石
塚
三
夫
氏
（
鉢

形
城
歴
史
館
長
）
、
会
場
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
を
徹
底
す
る
た
め
、

事
前
申
込
み
に
よ
る
人
数
限

定
、
受
付
作
業
も
で
き
る
限

り
人
と
人
の
接
触
を
回
避
し

た
方
法
を
取
り
ま
す
。
初
の

試
み
と
し
て
「
地
域
文
化
遺

産
ス
タ
デ
ィ
」
に
つ
い
て
は

ネ
ッ
ト
で
の
ラ
イ
ブ
配
信

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
ご
自
宅
に
パ
ソ

コ
ン
が
あ
り
ネ
ッ
ト
配
信
を

ご
希
望
の
方
に
は
積
極
的
に

活
用
頂
き
会
場
の
雰
囲
気
が

伝
わ
る
よ
う
配
信
方
法
を
取

り
ま
す
。
今
後
の
コ
ロ
ナ
拡

大
に
お
い
て
政
府
関
係
省
庁

の
指
導
に
よ
り
会
場
で
の
活

動
の
制
限
が
あ
る
と
き
に
は

協
力
致
し
ま
す
。
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
案
内
を

参
照
願
い
ま
す
。　

こ
の
他

■
学
校
支
援
国
際
協
力
事
業

○
日
時
２
月
19
日
（
金
）

　

蓮
田
市
立
黒
浜
小
学
校

　

テ
ー
マ
・
講
師
は
調
整
中

■
学
校
支
援
国
際
協
力
事
業

○
日
時
３
月
11
日
（
木
）
蓮

田
市
立
黒
浜
北
小
学
校
／
テ

ー
マ
調
整
中
講
師
福
地
顧
問

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

①
執
筆
者

②
今
ま
で
の
歩
み

③
ユ
ネ
ス
コ
活
動
へ
の
抱
負

(

敬
称
は
省
略
し
て
い
ま
す
。)
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後
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今
後
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行
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今
後
の
行
事
予
定

今
後
の
行
事
予
定

今
後
の
行
事
予
定

今
後
の
行
事
予
定

今
後
の
行
事
予
定

当
協
会
初
の
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信(Zoom)

も
計
画

チ
ェ
コ
共
和
国
の
南
部
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
リ
ン
ツ

か
ら
も
近
い
モ
ル
ダ
ウ
川

の
蛇
行
す
る
部
分
に
童
話

の
世
界
か
ら
抜
け
出
し
た

よ
う
な
小
さ
な
街
が

あ

る
。
丁
度
、
巾
着
の
袋
の

部
分
に
広
場
や
教
会
そ
し

て
赤
い
屋
根
の
家
々
が
美

し
い
景
観
を
創
り
出
し
て

い
る
。
13
世
紀
ご
ろ
か
ら

街
が
発
展
し
て
き
た
と
言

わ
れ
る
チ
ェ
ス
キ
ー
ク
ル

ム
ロ
フ
の
街
で
あ
る
。
街

は
ド
イ
ツ
系
の
領
主
に
よ

り
支
配
さ
れ
、
チ
ェ
コ
人
、

ロ
マ
人
、
ド
イ
ツ
人
な
ど

が
住
み
着
い
て
き
た
。
し

か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
は
チ
ェ
コ
（
ス
ロ
バ
キ

ア
）
か
ら
の
ド
イ
ツ
人
追

放
に
よ
り
、
現
在
は
ド
イ

ツ
系
の
人
は
い
な
い
。
昔

は
民
族
に
関
わ
ら
ず
人
々

が
混
在
し
生
活
し
繁

栄
し
て
き
た
街
な
の

に
、
目
に
は
見
え

な
い
が
傷
跡
と
し

て
残
っ
て
い
る
。

中
心
部
か
ら
モ
ル

ダ
ウ
川
を
隔
て
た

対
岸
の
岩
盤
の
上

に
ク
ロ
ム
ロ
フ
城

が
あ
る
。
街
の
規
模
か
ら

は
不
釣
り
合
い
な
ほ
ど
大

き
な
城
で
あ
る
。
チ
ェ
コ

で
は
２
番
目
の
規
模
を
誇

る
。
城
は
何
回
か
の
増
改

築
を
経
て
い
る
た
め
に
、

ゴ
シ
ッ
ク
、
ル
ネ
ッ
サ
ン

ン
ス
、
バ
ロ
ッ
ク
様
式
が

混
在
し
て
い
る
。
外
壁
に

は
人
物
や
石
組
み
模
様
な

ど
美
し
い
色
彩
が
残
さ
れ

て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

城
や
教
会
で
は
石
組
み
が

そ
の
ま
ま
に
そ
の
美
し
さ

を
見
せ
る
も
の
が
多
い
が

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ト
マ
ー

ル
修
道
院
等
）
、
こ
こ
で

は
漆
喰
の
上
に
騙
し
絵
の

よ
う
に
上
手
に
石
組
み
の

絵
を
描
き
ま
る
で
組
石
造

に
見
え
る
。
（
２
０
１
６

年
訪
問
）
１
９
９
２
年
世

界
遺
産
登
録　
　
　
　
　

文
・
素
描
／
原
田
仁
会
員

世
界
遺
産 Trip-3

チェコ　クルムロフ城の塔

不
惑
の
年
明
け
、
昨
年

か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
私
た
ち
の
生
活
は

一
変
し
ま
し
た
。
百
年

前
の
ペ
ス
ト
か
ら
人
類

と
の
飽
く
な
き
戦
い
。

　

感
染
し
た
ら
家
族
に

迷
惑
、
周
り
に
迷
惑
、

社
会
に
迷
惑
、
こ
れ
こ

そ
が
日
本
人
の
「
恥
の

文
化
」
ど
ん
な
強
制
力

よ
り
も
効
果
が
あ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

　
　

（
理
事
一
同
）

あ
な
た
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
世

界
遺
産
旅
行
記
を
会

報

「
き
ず
な
」
に
発
表
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
文
字
数
４

～
８
百
文
字
写
真
も
添
え

て
メ
ー
ル
で　

t
a
m
u

z
o
@
d
6
.
d
i
o
n

.
n
e
.
j
p　

ま
で
、

会
報
に
関
す
る
ご
意
見
も

お
待
ち
し
て
ま
す
。

世
界
遺
産
旅
行
記
を
募
集


